
（１）事業の概要等

令和 6 年度

（２）事業費

（３）業績

単位

（４）事業の評価

千円

実施計画事業
評価対象年度

活動指標 ― ―

維　持（改　善） 事務事業評価による額事業の方向性

E（廃止）業務自体を無くせるか

― ―

0

R（入替・代替）手順や担当を変えられるか

C（結合）作業をまとめられるか

今後の
実施内容

・参加人数を増やすべく、他自治体の事業内容の調査結果も参考にし、啓発事業ＰＲの強化、リサイク
ル体験教室の内容見直し、出張リサイクル体験教室の開催、新企画のリサイクル講座の開講、各種イベ
ントへの出展、社会科学習場所として小中学校生の利用促進、リサイクルに関係する情報提供の充実
など、事業内容全体を改めて見直し、コストを意識して、新たに事業展開する必要があると考えてい
ます。
　また、事業コスト増にならないよう、全体の事業規模を現状維持として、最適な事業運営を考えてい
きます。

・体験教室等の再資源化啓発事業への参加者増加が、市のごみ減量とリサイクルの推進に結びつい
ていると考えています。
・体験教室等参加人数について、令和３年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により参加人数が
激減していましたが、令和４年度は２千人台まで回復しました。それ以降は減少傾向にあります。市民
への啓発を進めるため、参加する市民を増やすことが必要であると考えます。

事業の目的の
達成状況

及び
指標の

達成状況

No

No

Yes

事
業
の
実
施
状
況

S（単純化）もっと簡単にできるか

実績 ― ― ― ―

目標 ― ―

2,100 2,100

実績 895 2553 2,059 2,058
指
標

指標ほか Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5

成果指標

Ｒ6 Ｒ7

体験教室等参加人数 人
目標 1,000 1,000 2,600

―

事業費合計（Ｃ＝Ａ+Ｂ） 千円 19,831 20,347 20,052 18,766

人件費（Ｂ） 千円 18,100 18,100 18,100 16,961

人件費 3

1.2正規職員 人 1 1 1

―

予算額 千円 3,547 3,617 2,771 2,588 2,921

対前年比 ％ ― 129.81% 86.87% 92.47%

Ｒ6 Ｒ7

直接経費
決算額

財源
一般財源

千円

1,731 2,247 1,952

―

計（Ａ） 1,731 2,247 1,952 1,805

1,805

国・県支出金 ― ― ―

事
業
費

項目 単位等 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5

その他 ― ― ―

4会計年度任用職員 人 4 4

　リサイクル体験教室やリサイクル講座、修理再生品（自転車）の譲渡、リサイクル工場（リサイ
クルハウス）の見学、その他リサイクルに関係する情報提供を通じて、市民へのリサイクル啓
発を図ります。
　市民のリサイクル意識向上により、ごみ減量とリサイクル推進を図ることができます。 事業概要

・紙すき、とんぼ玉作り、サンドブラストなどのリサイクル体験教室
・廃食油石鹸作りの見学・体験教室
・ＥＭぼかし作り講座
・修理再生品（自転車）の有料譲渡
・リサイクル工場（リサイクルハウス）の見学
・子供服・古本のリユース
・おもちゃ病院、リサイクル関連書籍等の閲覧などによる情報提供

事業の経緯
・

年度計画

2 目 2 大 5 中2 事業区分 その他（評価対象） 款 4 項

改善
取組内容

リサイクル体験教室等の運営について
・リサイクル体験教室等の準備工程の順序を見直し、効率よく準備ができるようにします。
・リサイクル体験教室等は、プラザハウス指導員が講師を務めているが、教室の進め方を簡素化・マニュアル化し、指導員
全員が効率よく運営できるようにします。

令和７年度 詳細評価シート
事業番号 B0402

事務事業名 再資源化啓発事業 事業期間 平成１７年度

事
業
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概
要
・
展
開

小牧市まちづくり推進計画
（R5年～R8年） 分野別計画編

基本
施策

4
展開
方向

平成16年度　　　再資源化啓発施設開設と啓発事業実施を要件として、国庫・県費補助金を得てリサイクルプラザを建設
　　　　　　　　リサイクルプラザ供用開始（再資源化啓発事業開始）
平成28年度　　　修理再生品（家具）の譲渡中止（粗大ごみ収集委託化のため）
令和４年度　　　リサイクルデータバンク事業廃止（利用者減少のため）
令和７年度　　　ＥＭぼかし作り講座開講
令和８年度　　　修理再生品（自転車）有料譲渡事業見直し

～ 令和９年度以降

担当部 市民生活部 担当課・担当係 リサイクルプラザ　清掃資源係

2

事業の目的・効果


